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はじめに　第5回国際ボランティア学会大会を終えて
大会実行委員長　　川俣優（明治学院大学）

　「国際ボランティア学会」第５回大会は昨年 11 月 8 日、9 日の両日に渡り、本学横浜
キャンパスで開催されました。私がセンター長を務めるボランティア・センターも大会
の後援に当たらせていただき、貴重な経験を積むことができました。開催校としての不
十分な体制を、学会事務局である大阪大学や東京 YMCA・横浜 YMCA の皆様、シンポ
ジウムのパネラーや一般参加の方々の熱意で補っていただき、実りある大会を終えるこ
とができました。大会開催のご依頼を受けてから大会当日に至る間に、ボランティア・
センターの活動は 2003 年度文部科学省 GP（特色ある大学教育支援プログラム）に選ば
れるという嬉しい思いもいたしました。ご協力をいただいた皆様に、運営委員長として
心から感謝申し上げます。
　今回の大会では、横浜キャンパスに設置されている国際学部の学部長を以前務められ
た塩月賢太郎先生が特別講演を行って下さいました。また、その国際学部の教育の伝統
に育まれたボランティア活動の成果の一端を、西野優子さんが報告発表してくれました。
西野さんは、所属する学部横断の学生組織である“ジュンコ・アソシエーション”がミャ
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ンマーで起ち上げた教育支援活動について報告しましたが、志水紀代子先生等の貴重な
コメントをいただいて、活動への意欲を新たにすることができました。
　大会を通して、学ばせていただいたのは次のような点でした。海外におけるボランティ
ア活動と国内における活動を同時に進めてつないでいく視座を手放さないこと、その大
切さを私は改めて確認しました。助けを必要とする人々を地域の相互支援のネットワー
クで支えていくことを、横浜や大阪でも、また海外においても同時に進めていくことの
必要性を、私たちは確認しあうことができたように思います。前述の西野優子さんは、
シンポジウムで最も印象に残ったのは原田勝広氏の「ボランティアの世界では往々にし
てグループとグループのつながりがうまくいかない」という指摘だったと、私に話して
くれました。ボランティア活動における自立連携、相互支援という原則の意義を考える
上で、それぞれのご報告から大きな示唆を与えていただきました。重ねて、皆様に感謝
申し上げます。

1．第6回大会のお知らせ
大会のご案内

大会実行委員長
中村安秀（事務局長・常任理事・大阪大学大学院）

　国際ボランティア学会は、ボランティアに関する研究者、NGO/NPO、政府や行政、
民間企業なども巻き込んだ大きな広がりの中で、研究や実践を有機的に結びつける市民
参加の学会として設立されました。本年度は、大阪大学大学院人間科学研究科ボランティ
ア人間科学講座で第６回国際ボランティア学会大会を開催させていただくことになりま
した。
　今回は、とくに、フィールドにおける実践とアカデミックな理論を有機的に統合する
ことにより、人びとの生活に直結した生き生きとした学術交流の場にしたいと考えてい
ます。医学部学生時代にネパールで岩村昇先生と出会ったことがきっかけとなり、世界
的な国際協力 NPO である Management Science for Health (MSH) を創設した Ron O’Connor

氏に基調講演「岩村昇先生と MSH：Dr. Iwamura and Management Science for Health 

(MSH)」（仮題）をお願いいたしました（通訳がつきます）。また、本学会設立の契機
となった阪神淡路大震災から 10 年が経過し、シンポジウム「震災後 10 年ー神戸から世
界に向けたメッセージ：Ten Years after the Earthquake: Messages from Kobe to the World」
（仮題）を企画しています。
　自由研究発表では、従来のような国際ボランティアに関する学術発表だけでなく、各
地におけるいろんな取り組みに関する活動報告や院生・学生の体験報告なども期待して
います。とくに、青年海外協力隊の方々からの報告や、NGO/NPO の方々からの生き生
きとした活動報告を共有する機会にしたいと考えています。
　国立大学で唯一「ボランティア」という名称をもつ当講座が主催する大会において、
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フィールドで実践活動をしている方々と、ボランティアに関する研究をしている方々が
お互いに理解を深め、活発な議論が行われ、将来の協働作業に関するアイデアを醸成す
る場となれば幸いです。
　多数の方々の発表や参加を心待ちにしています。

⑴　　開催要領について
　【日時】2005 年 2 月 19 日（土）および 20 日（日）
　【会場】大阪大学人間科学部
　　　　　〒565-0871　大阪府吹田市山田丘 1-2

　【大会実行委員長】中村安秀（大阪大学大学院大学院人間科学研究科）
　【大会スケジュール】　　
　・自由研究発表（申込みについては別項参照）
　・隅谷三喜男賞受賞式（賞については本ニュースレターを参照）
　・特別講演：Ronald. W. O'Connor（MSH: Management Science for Health）

「岩村昇先生と MSH：Dr. Iwamura and Management Science for Health 

(MSH)」（仮題）　　　　　　　
　・シンポジウム：「震災後 10 年ー神戸から世界に向けたメッセージ：Ten Years after 

the Earthquake: Messages from Kobe to the World」（仮題）
・阪神淡路大震災から 10 年を迎え、ボランティアや NPO・NGO が直面す
る問題などについてさまざまな角度から議論する。

　　　　コーディネーター：渥美公秀（理事・大阪大学大学院人間科学研究科）
　　　　シンポジスト：未定
【タイムテーブル（予定）】
2005 年 2 月 19 日（土）
	 9:30～	 受付開始
	 10:00～12:00	 自由研究発表
	 12:40～14:00	 理事会・編集委員会
	 14:00～14:15	 隅谷三喜男賞授賞式	

	 14:20～16:00	 特別講演
	 16:20～17:50	 シンポジウム
	 18:00～19:30	 懇親会
2005 年 2 月 20 日（日）
	 9:30～	 受付開始
	 10:00～12:20	 自由研究発表
	 12:30～13:00	 総会
【参加費】
　大会参加費（含む「発表要旨集録」代）：
　正会員：3,000 円／学生会員：1,500 円／法人会員：6,000 円／臨時会員：4,000 円
　　懇親会費：正会員・学生会員とも 4,000 円
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【参加申込手続き】
　別紙の「参加・発表申込書」に必要な事項を記入の上（不参加の場合も）、郵送ま
たはファックスにて事務局まで必ずご返送下さい（期限 2004年12月17日（金））。

⑵　　自由研究発表について
　【申込要領】
　「参加・発表申込書」に必要な事項を記入の上、2004 年12月 17日（金）〔必着〕
までに、郵送またはファックスにて申し込み下さい。

　【発表時間】
　　個人発表：発表時間 20 分、質疑 5 分
　　共同発表：発表時間 40 分、質疑 10 分
　　　各セクションに全体討論の時間を 30 分程度設定します。　
　【発表要旨集録】
　自由研究発表希望の方には、後日「発表要旨の執筆要項」をお送りします。この要
項を参照の上、2005 年 1月 21日（金）〔必着〕にて学会事務局に郵送して下さい。
　なお、「発表要旨集録」はダイレクト印刷にて作成いたしますので、必ず所定の様
式で作成して下さい。

　【発表にあたっての留意事項】
　　1. 一度申込まれた発表題目の変更はできません。

2. 発表部会につきましては、下記のような部会を検討しておりますので、第 1 希望
と第 2 希望を記入して下さい。最終的な調整は事務局にお任せいただきます。
①　　理論・思想・歴史
②　　ボランティア政策・ボランティア行政
③　　福祉・介護
④　　学校教育・生涯教育・青少年活動
⑤　　国際協力
⑥　　災害救援
⑦　　まちづくり
⑧　　企業とボランティア

　　3. 共同発表の場合は、共同発表者の氏名と所属を記入し、当日の発表者に○印をつ
けて下さい。なお、共同発表者全員が学会員であることが求められておりますの
で、会員以外の方がおられる場合には、学会事務局宛てに早急に入会の手続きを
お願いいたします。

⑶　　懇親会について
　　2005 年 2 月 19 日（土）18 時より、大会会場そばにて（会場より徒歩 3 分）にて開
催いたします。

　　準備の関係上、参加希望は事前に承っております。なお、懇親会参加費は当日、受
付にてお支払いください。
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⑷　　大会会場への交通
　大阪（梅田）・神戸方面から
・阪急京都線・茨木市駅（約 17 分）より近鉄バス（約 30 分）「阪大本部前」行、阪
大本部前下車

・JR 京都線茨木駅（約 11 分）より近鉄バス（約 20 分）「阪大本部前」行、阪大本
部前下車

・地下鉄御堂筋線千里中央駅（約 20 分）阪急バス（約 10 分）「阪大本部前」または
「茨木美穂ヶ丘」行、阪大本部前下車

・阪急千里線・北千里駅より徒歩 20 分
京都方面から
・阪急京都線・茨木市駅（約 17 分）より近鉄バス（約 30 分）「阪大本部前」行、阪
大本部前下車

・JR 京都線茨木駅（約 11 分）より近鉄バス（約 20 分）「阪大本部前」行、阪大本
部前下車

大阪空港から
・大阪モノレール・阪大病院前下車（約 22 分）
新大阪駅から
・JR 京都線茨木駅（約 7 分）より近鉄バス（約 20 分）「阪大本部前」行、阪大本部
前下車

・地下鉄御堂筋線千里中央駅（約 13 分）より阪急バス（約 10 分）「阪大本部前」ま
たは「茨木美穂ヶ丘」行、阪大本部前下車
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⑸　　宿泊等
　　学会としてお世話できませんので各自お申し込みください。

⑹　　大会に関する問い合せ先
　　国際ボランティア学会事務局
　　〒565－0871　大阪府吹田市山田丘 1-2

　　　大阪大学大学院人間科学研究科ボランティア人間科学講座内
　　　TEL&FAX: 06－6879－8064／E-mail: volsocio@hus.osaka-u.ac.jp

　　支部
　　〒135-0016 　東京都江東区東陽 2-2-20 

　　　　　　　　東京 YMCA 総務部内（担当：芳賀）
　　　TEL: 03-3615-5562／FAX: 03-3615-5608 

2．第5回隅谷三喜男賞の公募のお知らせ
　　今年度も国際ボランティア学会では、隅谷三喜男賞を以下の選考規定により選考す
ることになりました。みなさまからの自薦・他薦の応募をお待ちしております。

　　応募様式などは自由です。詳しくは事務局までお問い合わせください。なお、応募
期日は 2004年 12月 17日です。

【参考】　隅谷三喜男賞選考規定
　1．名称
　　　本賞は、国際ボランティア学会隅谷三喜男賞と称する。
　2．主旨
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　　　本賞は、初代会長隅谷三喜男博士を記念し、ボランティア学研究およびボランティア活
動の発展を期して、研究および実践を奨励することを目的とする。受賞者には賞状および
記念品を授与する。

　3．対象者
　　　毎年度原則、2 名（個人あるいは団体）
　4．選考対象

⑴　　　　著作・論文（学会誌掲載論文、およびボランティア学に関する著書・論文）
⑵　　　　実践

　　　　どちらも、賞の対象となる論文・活動記録を、自薦あるいは他薦により、本学会隅谷
三喜男賞選考委員会あてに、本賞に応募する旨を明記して、申し出た者。

　5．選考委員会
本学会理事の互選による 5 名以内で構成する。選考委員の任期は 3 年とし、再任を妨げな
い。選考委員長は選考委員の互選とする。選考委員会は必要に応じて会員の協力を求める
ことができる。

　6．選考手順
　　選考委員会は選考を当該年の総会以前におこない、理事会の決議を経て、大会および総会

において発表する。

3．役員選挙のお知らせ
　このたび、国際ボランティア学会会則第 6 条に基づき、役員選挙を行うこととなり
ました。それにつきまして、以下のように公示いたします。

　　また、理事選挙への立候補は別紙、公示および届け出様式をご確認ください。

2004 年 11 月公示　理事選挙における選出方法に関する規定（国際ボランティア学会）
第１条　理事選出の事務を管理するために「選挙管理委員会」をおく。選挙管理委員会

は正会員の中から若干名を国際ボランティア学会代表が委嘱する。ただし、選
挙管理委員会の構成員は、理事選出に際して選挙権および被選挙権を保有する。
今回の選挙管理委員会の構成員は、志水紀代子（常任理事・追手門学院大学）、
森定玲子（プール学院大学）、関嘉寛（事務局・大阪大学大学院）とする。

第 2 条　理事選挙の候補者になろうとするものは、公示のあった日から定められた期日
までの間に、その旨文書をもって選挙管理委員会に届出なければならない。理
事に立候補する資格は、「国際ボランティア学会の正会員」とする。

第 3 条　理事定数は、会則第 6 条に基づき会員数に応じて決定される。今回の理事定数
は 25 名である。候補者数が定数と同数またはそれ以下の場合は無投票により
当選とする。定数を満たさない場合、追加候補は募らない。

第 4 条　候補者数が定数を上回った場合は、不完全制限連記・無記名の投票を行う。投
票は所定の用紙を用い、全国一斉に郵送によって行う。返信先は「国際ボラン
ティア学会選挙管理委員会」とする。

第 5 条　選挙管理委員会は候補者一覧表を作成し、選挙人に公示しなければならない。
第 6 条　当選は得票数の順位により上位のものからとする。

- 7 -



第 7 条　理事の選出に当たって、規約および本規定に特別の定めのない事項は、選挙管
理委員会の権限に属するものとする。

第 8 条　理事当選者が就任前に辞退或は死亡した場合には、次点のものから順に繰り上
げ当選とする。

第 9 条　今回選出される理事の任期は 3 年とする。

4．第5回大会の報告
　第 5 回国際ボランティア学会大会は、2003 年 11 月 8 日（土）9 日（日）に明治学
院大学（横浜市）を開催校として開催されました。自由研究発表、特別講演およびシ
ンポジュウムなど予定されていたプログラムすべて無事行われました。
【自由研究発表】
11 月 8 日（土）：10:00～12:30

・「開発に生きる女性のヒストリ－「内部者」に関する人類学的研究の可能性－」南
出和余（総合研究大学院大学文化科学研究科）

・「ミャンマー、レパダン村での交流活動－学生による創造と実践の場・JUNKO 

Association－」西野優子（明治学院大学・ジュンコアソシエーション）
・「教育分野における青年海外協力隊報告書分析について」高橋真央（大阪大学大学

院人間科学研究科）
11 月 9 日（土）：10:00～12:20

・「小児医療におけるボランティア活動とアート活動の意義」山口悦子（大阪大学大
学院人間科学研究科）・渥美公秀（大阪大学大学院人間科学研究科）

・「大阪大学における障害学生支援の取り組み」松原　崇（大阪大学大学院人間科学
研究科）・渥美公秀（大阪大学大学院人間科学研究科）

・「GIS マッピングを活用した身近な地域の街づくり－フェリス女学院大学と緑園都
市との関係－」内田奈津子（フェリス女学院大学）・樽見清栄（フェリス女学院
大学）・八代愛（フェリス女学院大学）・太田弘（慶應普通部・フェリス女学院
大学非常勤講師）・秋山紘（緑園コミュニティ協会（RCA））	

【特別講演】＜11 月 8 日（土）14:20～15:30＞
「現在の国際社会とボランティア －日本はどこへ行くのかー 」
　　塩月賢太郎氏 （元明治学院大学国際学部長）
【シンポジウム】＜11 月 8 日（土）15:40～17:40＞
「国際緊急支援とボランティア」 
　　司会： 黒川千万喜氏 （ジャパンプラットフォーム事務局） 
　　　　　 中村安秀氏 （大阪大学大学院人間科学研究科） 
　　シンポジスト：大西健丞氏 （ピースウィンズジャパン） 
　　　　　　　　　城所卓雄氏 （外務省・経済協力局民間援助支援室） 
｠｠　　　　　　　　長沢恵美子氏 （日本経団連・社会本部） 
｠｠　　　　　　　　原田勝広氏 （日本経済新聞社）
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　なお、特別講演・シンポジュウムにつきましては、『ボランティア学研究』vol.5 に

掲載しています。

5．第5回総会の報告
⑴　第 5 回大会について

①　　　　開催校および大会実行委員会
　　　開催校：明治学院大（横浜校舎）
　　　実行委員長：川俣優（明治学院大学）
　　　実行委員：永野茂洋・西村万里子・金井創・谷津倉智子（以上、明治学院大学）・

新堀邦司※（東京 YMCA）・中村安秀※（大阪大学大学院）・　大江
浩※（横浜 YMCA）※は常任理事

②　　　　大会準備について
　　　開催校：会場関係（ポスターなどの準備・ボランティアの手配・会場確保・設営）

懇親会関係（会場・準備・機材）・関係者宿泊（手配）
　　　事務局：広報関係・資料作成（プログラム・理事会資料など）・受付関係
　※以上、報告の上承認

⑵　 2002 年度会計について
①　　　会員数

　　252 名（うち一般：222 名／学生：23 名／法人：7 団体）

②　　　会費の特別措置について
　　2003 年 9 月現在での長期未納者の把握数は以下の通り。

4 年未納者　10 名 

3 年未納者　30 名

2 年未納者　20 名

1 年未納者　57 名

　　　　　計　　　117 名（全会員 259 名の約 45%）

　　そこで、2003 年度の会費納入だけで会員を継続することができる特例措置を設けた。
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その結果、11 名の退会申し出者があった。

③　　 2002 会計状況

収入 支出

摘要 金額(円） 摘要 金額(円）

繰越収支差額 1,299,990 大会開催費 300,000

大会開催費 301,400 通信費 1,430

年会費・入会金 995,360 会議費 57,000

学会費 20,010 その他・印刷費 1,705,869

預金利子 84

合計 2,616,844 合計 2,064,299

収支差額 552,545

資産の部 負債の部

科目名 科目名

流動資産 0 流動負債

現金 287,925 負債合計

預金 正味財産の部

(郵便貯金口座） 22,590 (当期収支差額） 552,545

(郵便振替口座） 233,020

（銀行預金口座） 9,010

552,545 552,545

　※以上、報告の上承認

⑶　隅谷三喜男賞について
①　　　選考委員

　　今井鎮雄顧問および山口徹常任理事
②　　　選考結果

　　研究奨励賞：山添令子（コープこうべ）「介護保険とボランティア」『ボランティ
ア学研究』vol.4 掲載

　　実践奨励賞：外国人 119 ネットワーク
　　※以上、報告の上承認

⑷　会長について
　隅谷三喜男会長が亡くなられたため、現在、会長不在となっている。今年度内をめ
どに、理事会で対応を決めることとする。

　　※以上、承認
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⑸　来年度の事業について
①　　　今年度の事業

　　・第 5 回大会（2003 年 11 月 8 日 9 日：於　明治学院大学）
　　・『ボランティア学研究』vol.4 発行
　　・ニュースレターNo.7 および No.8（1 月予定）
	 ・高齢者福祉シンポジュウム（7 月 12 日：於　大阪市立いきいきエイジングセンター）

への協力
②　　　来年度の事業予定

　　・第 6 回大会
　　・『ボランティア学研究』vol.5 発行
　　・ニュースレターNo.9 および No.10

③　　　第 6 回大会について
　　大阪大学人間科学部を開催校とする。ただし、会場および日程は調整中。
④　　　新規入会キャンペーン

　　　以下のような新規入会者を増加させる方策をとる
　　　・ボランティア学会の入会申込書を簡略化する
　　　・ホームページを充実する
　　　　（できれば、ホームページからの入会ができるようにする）
　　　・入会金を廃止する方向で検討する
　　　・入会案内のパンフレットを作成、大学・ボランティア団体などに広報配布する
　⑤　　国際ボランティアに関連するシンポジウムやセミナーなどの協賛や協力
　　　国際ボランティア学会の広報につながるので、協賛や協力を積極的に行う。その

際、事前に事務局まで連絡、常任理事会の承諾をえるものとする。

　　　※以上、報告の上承認

⑹　編集委員会より
　　『ボランティア学研究』vol.4（特集：介護保険とボランティア活動）が完成した。
大会に参加した会員には大会時に、参加しなかった会員には後日、郵送で配布する。

　　また、会員以外の人に配布する際の価格は以下のように決定した。
　　vol.4 の 1 冊あたりの原価は 897750 円（印刷費）÷600 部≒1496 円であった。そこ
で、利益を生じない範囲での原価で販売するという前例にしたがい、今回の学会誌の
配布価格を「1500 円＋送料」とした。

　　※以上、報告の上承認

6．第4回隅谷三喜男賞について
　今回の隅谷三喜男賞は以下のように決定しました。
　・研究奨励賞：山添令子（コープこうべ）「介護保険とボランティア」『ボランティ

ア学研究』vol.4 掲載
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　・実践奨励賞：外国人 119 ネットワーク

7．『ボランティア学研究』について
　『ボランティア学研究』vol. 5 は、現在、編集中です。今回は、阪神淡路大震災か
ら 10 年を迎えて、これまでのボランティア活動とこれからについての特集を予定し
ていています。会員には大会時に、無料で配布します。

8．会費納入のお願い
　学会運営は、基本的に会員皆様からの会費で支えられております。しかし 第 5回
総会の報告にもありますとおり、未納会員が多くなっております。是非とも、学会の
活動にご協力をお願いいたします。
　2004 年度分の会費は以下の通りです。

　〔年会費〕
　　一般会員：5,000 円／学生会員：2,000 円／法人会員：10,000 円
　なお、未納年数などを記した用紙と振込用紙を同封いたしておりますので、そちら
をご参考の上、お振り込みください。

9．登録データ確認について
　今回、みなさまの登録データの確認のため、はがきを同封いたしております。これ
は、今後の学会運営の基本的なデータとなるものです。また、個人の情報に関しては
細心の注意を払い、学会活動以外の目的には決して使用いたしません。
　つきましては、登録データに変更がない場合でも、同封のはがきを 2004 月 12月
16日までにご投函いただきますよう、ご協力のほどお願い申し上げます。
　ご不明な点などにつきましては、事務局までお問い合わせください。

10.　パンフレット作成について
　第 5 回総会でも決議されましたとおり、このたび国際ボランティア学会の広報用パ
ンフレットを作成いたしましたので、同封いたします。今後会員のみなさまの周りで、
国際ボランティア学会に関心を持たれた方への説明用資料としてお使いいただければ
幸いです。必要の際は、事務局までご連絡ください。

11．事務局より
　ボランティアや市民活動などに関する情報やエッセイなどがありましたら、お手数
ですが学会事務局までお送りください。あわせて、紙面へのご意見・ご希望などもお
待ちしております。
　また、住所・所属等を変更された場合は、速やかに事務局までご一報くださいます
よう、お願いいたします。
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